
 

地域おこし協力隊       ｖｏｌ．1 

『松本
まつもと

 慎一
しんいち

』の 活 動 日 記  
地域の皆様、はじめまして！ 

6 月より地域おこし協力隊に着任した松本 慎一（まつもと しんいち）です。 

3 年ほど前から飯南町下仁柿にキャンプ場作りで通いながら、この地域の自然と人の温かさに触れ、この

たび移住してきました。また、飯高町森にある木場(こば)公園のキャンプ場運営管理にも関わらせていただ

いております。 

「キャンプ」の知識は、これから「防災」の知識になります。 

防災拠点作りは地域のあんしんを確保する準備です。 

今、林業の衰退や、それに伴う獣害で農家さんが頭を悩ませています。林業・狩猟・農業はすべて繋がっ

ています。私は、自然豊かなこの地で生まれる産業を、キャンプやアウトドアと掛け合わせ、新たな魅力を

発信できると確信しています。 

大人が地域を楽しみ、守る背中を見せることで、地元の小中高校生が将来ワクワクできる未来を創ります。 

初日の挨拶回りで「何ができますか？」と多くの方に聞かれました。私の本当の役割は、「皆様が『やり

たいけどできないこと』や『どう打開すればいいか分からない悩み事』を、一緒に悩み、解決していくこと」

です。 

皆さんの「困ったな」をカタチに変える相棒になります。地域の出合いや香肌協同組合、キャンプ場で見

かけた際は、ぜひ皆様の知恵やお悩みをお聞かせください。よろしくお願いします！ 

 

 

 

 

 

 

※地域おこし協力隊・・・人口減少や高齢化等の進
行が著しい地方において、地域外の人材を積極的
に受け入れ、地域協力活動を行ってもらい、その
定住・定着を図ることで、意欲ある都市住民のニ
ーズに応えながら、地域力の維持・強化を図って
いくことを目的とした制度です。 


